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　2012 年，アメリカのサンアントニオで開催されたAmerican Society of Colon and Rectal Sur-
geons（ASCRS）およびイタリアのボローニャで開催された International Society of University Co-
lon and Rectal Surgeons（ISUCRS）に出席して 1つの変化を感じました．直腸癌に対する術前化学
放射線療法後の“Wait and Watch Policy”が以前より注目を集めていた点です．
　“Wait and Watch Policy”とは，直腸癌に対して術前化学放射線療法を行った際，pathological 
complete response（pCR），すなわち腫瘍の完全消失が予想される場合に，手術を施行せず経過観察
を行う方針です．もともと 1990 年代からブラジルのチームを中心に報告されてきた方針ですが，こ
れまでは批判的な意見が多かったのに対して，2012 年の学会では臨床試験が開始されるなど，“Wait 
and Watch Policy”の意義をより積極的に評価していこうとする傾向がみられました．
　これまで手術療法を積極的に進めてきた欧米の各施設が“Wait and Watch Policy”に関する臨床
試験を推進しているのは，これまでとは大きく異なった点です．また，近年目覚ましい進歩を遂げた
大腸癌に対する化学療法によって，直腸癌に対する化学放射線療法のレジメン自体も多様になり，奏
効率をいかに高めるかの努力が払われています．
　このように変化している直腸癌化学放射線療法をわが国で施行する際には，さらに考慮しなくては
ならない様々な問題点があります．最も大きな点は側方郭清です．術前化学放射線療法によって側方
郭清を省略できるのか，さらに，放射線による有害事象を回避する目的で最近試みられている術前化
学療法では側方郭清をどう扱うのか，などは現在結論の出ていない重要な課題です．
　本特集ではこうした問題点に焦点を当て，専門の先生方に解説していただきました．本特集が明日
からの日常臨床でお役に立つことを期待しています．
 （渡邉聡明）
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